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創　刊　の　ご　挨　拶

待望の当工業会広報誌の発刊にあたり、ご挨拶申し
上げます。
当工業会の健全な運営は皆様のご協力、ご支援の賜物
と感謝申し上げます。さらに会報の創刊号を皆様に今

回お届けできますことを大変
嬉しく思っております。

昨年 6 月に社団法人化
され、より大きくなっ
た当工業会の社会的
責任を果たし、当工業
会の運営が更に活発
なものになるよう、会

員各社との情報公開や
伝達、親睦が一層うながさ

れるよう努力をつくす所存で
ございます。

当工業会の会報誌として、年 4 回の発行を予定して
おり工業会からの連絡事項や会員紹介をはじめ、ペッ
トに関する法律やの紹介やニュースなどの情報を紹
介して参ります。

また、皆様からの投稿を受け付け、工業会と会員各
社との相互の情報公開の場として参ります。
少子化、高齢化、核家族化により、また特に昨今の厳
しい経済情勢の影響でペット飼育の減少が予想され
るなか、当工業会のみならずペット産業界全体で、ペ
ット飼育による精神的効用や医学的な効用などを啓
蒙し、ペット飼育の普及を行いたく思います。

刊行にあたって、会員各社の皆様との結びの場とし
て大きな役割を果たすものとなりますよう、長く会員
各社のお力添えを賜りたくお願い申し上げます。

2010 年７月 23 日発行　第 1 巻第 1 号(通巻 1 号)　年 4 回発行　一般社団法人日本ペット用品工業会会報夏季号　

末筆になりますが、発刊に当たりご協力をいただき
ました皆々様に心からお礼申し上げ、ご挨拶とさせて
いただきます。一般社団法人　日本ペット用品工業会

会長　　　林　明雄

http://www.jppma.or.jp
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一般社団法人日本ペット用品工業会とは

日本ペット用品工業会は1985年２月1日設立され
た、25年の歴史あるペット用品の国内唯一の団体で
ある。日本ペット用品工業会は、犬猫、観賞魚、小
鳥、小動物、昆虫、爬虫類というペット７カテゴリ
ーにわたる分野においてペット用品(ペットフードを
含む)を製造及び輸入する企業団体として、「より良
いモノを」、「より適切に」「より安全に」を基本
テーマに発足いたしました。そして交易活動の推進
と社会貢献を果たすべく、昨年６月、一般社団法人
資格を取得し「一般社団法人日本ペット用品工業会
(JPPMA)」として新たに発足した。ペット用品・フ
ードの製造、輸出入を通じてペットに快適な環境を
提供し、更に人とペットの健全なライフスタイル並
びに育成マナー向上啓蒙に大きな関わりを持つ重要
な責務を担って社会に大きく貢献していく。

主な事業は、ジャパンペットフェアの開催、ペッ
ト用品統一表示ガイドラインの策定、ペット業界の
次世代育成、ペット産業実態調査、ペット用品取扱
士制度…等々である。

ジャパンペットフェアは1986年に第１回を開催し
た。以後２年に1回開催を継続し、次回は2011年が
開催月で、３月24日〜27日の4日間、幕張メッセの
開催する。この開催で第１３回めを迎える。商談
日・一般公開日を設けて、ペット関連企業にとって
はビジネスチャンスの提供の場として、また一般の
人々にはペットとの交流の場として、有意義なイベ

ントを提供している。次回は2011年開催致します。
ペット用品統一表示ガイドラインの策定事業は、

消費者の方々に「より安全」、「より安心」なペッ
ト用品を提供するための第一歩として、表示の統一
化を図ろうというもの。家庭用品品質表示法を参考
に、ペット用品を犬猫、観賞魚、爬虫類、小鳥小動
物、昆虫の7つのカテゴリーに分け、更に用品の特
性に応じて統一表示を「一般社団法人日本ペット用
品工業会基準」として取決めた。目的は、消費者が
使用するペット用品の品質に関して、表示すべき事
項やその表示方法等を定めて、その商品の品質表示
を適正で分かりやすくすることにより、消費者利益
を保護することである。

ペ ッ ト 業 界 の 次 世 代 育 成 事 業 を 行 う 「 JP—
NEXT」は、若手経営者及び次世代経営幹部の勉
強、育成、交流を目的に、小売業、卸業、製造業と
いう業態を越えて集い、活動するペット業界におけ
る次世代育成組織である。若手経営者、若手幹部が
抱えている「悩み・課題」を共有しながら解決策を
探るとともに、新しいビジネスの展開を模索してい
こうというもの。

ペット産業実態調査は過去8回実施した。それ以
降は、調査方法、調査内容についてを検討し、現在
第９回の実施に向けて準備している。

ペット用品取扱士検定制度は、新規事業として
2009年度から準備を進めており、いよいよ2011年3
月には第1回検定試験を実施する運びとなってい
る。なお、「ペット用品取扱士」の英名をPet
Goods Master」通称P.G.Mと決定した。

                                                                                          

JPPMA だより

JPPMA 組織図
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JPPMA だより

役員紹介
２１年度〜２２年度一般社団法人日本ペット用品工業会

役員、一口コメントを紹介。（敬称略）

◀◀会　　長　　林　明雄▶▶
ドギーマンハヤシ株式会社代表取

締役会長。旧日本ペット用品工業会
期、　　期の会長職歴任。第１回'87 ジ
ャパンペットフェア実行委員長。
「(コメントは本誌１頁の挨拶参照)」

◀◀筆頭副会長　髙野　怜▶▶
株式会社昭和化学代表取締役会長。

組織強化部長、新規事業検討委員長、
流通委員長。旧日本ペット用品工業会
期の会長職歴任。第  回'  ジャパンペ
ットフェア実行委員長。
「当会が一般社団法人となってから

一年を経過し（前身の会は設立２５
年）、初の定時社員総会を迎えました。新事務局の体制も整
い、団体としてより社会性を高め、産業の拡充と会の発展を
目指し、会員相互の力を集めたいものです。
今叫ばれている『ペットとの共生』には、安全安心な製品の
提供が望まれ、一方『飼育の在り方、知識、対処法』等の社
会的レベル（日本統一基準）の共有を具現化する事に当会の
役割が問われているかと考えます。」

◀◀副会長　　河野　民夫▶▶
寿工芸株式会社専務取締役。ペット

との共生推進協議会準備部会長。第 12
回'09 ジャパンペットフェア実行委員
長。
「日本ペット用品工業会は、前身を

合わせると発足以来２６年の歴史が
あり、ペット業界で唯一の犬・猫・観
賞魚・小鳥・小動物・爬虫類・昆虫等の様々な用品を取り
扱っているメーカーの団体であります。ジャパンペットフェ
アを始めメーカー団体が一つになり業界全体が発展し社会
的に認知される団体となっております。今後も業界全般が成
長することを第一の考えてまいります。」

◀◀副会長　　柳原　伸明▶▶
株式会社ケーピーエス代表取締役

会長。第 13 回'11 ジャパンペットフェ
ア実行委員長。過去 10 回ジャパンペ
ットフェア実行委員会に参画。
「ジャパンペットフェアのお手伝い

をきっかけに工業会とともに２５年
がたちました。工業会の繁栄こそ自社の繁栄につながること
と信じ一生懸命頑張っています。小さな会社の代表としてペ
ット産業の普及に邁進したいと思います。」

〜理事=氏名五十音順〜　
◀◀理　事　　岡田光一郎▶▶

ニッケペツトケア株式会社ペット
用品事業部長。表示委員長。
「表示委員会を担当しています。ペ

ット用品統一表示ガイドラインの第
２期策定が主要な活動です。小委員
会、分科会のご担当者のご協力を得
て、来年 4 月完成に向けて準備を進めているところでありま
す。会員各位におかれましてはさらなるご協力をお願いいた
します。」

◀◀理　事　　小川　泰男▶▶
株式会社共立商会代表取締役社長。

業種部会長、ペット用品取扱士委員
長。　　
「業種部会とペット用品取扱士委員

長を拝命しております。今から１０年
ほど前になりますが、次世代育成事業
を行う『JP-NEXT』の前身『ＪＰ２１』に参加したことが、当
会とのかかわりの第１歩でした。当時は業界も会のことも全
くわからない状態でしたが、今では理事に立候補するまでに
なりました。会の仕事は年々複雑化、高度化し大変ですが、事
務局はじめ会員の皆様に助けられながら何とか頑張ってい
ます。」

◀◀理　事　　　谷　雅冨▶▶
ヒルズペットニュートリション・

アジア-パシフィック日本支社広報・
法規本部長。会計理事。
「ペットフード業界に足を踏み入れ

て、約２１年になります。現在、会社
では、広報業務と法規関係業務を担当
しています。昨年、日本ペット用品工業会が一般社団法人と
して認定され、組織としての社会的責任が増す中、会計担当
理事として任命され身の引き締まる思いをしております。人
間がおごり高ぶった結果として生まれた現在の混沌とした
社会。今こそ、人は動物との共生を通して健全な心と体を取
り戻すべき時だと思います。そういう意味でペット関連産業
は、真の健康産業と言えます。これからは一般社団法人日本
ペット用品工業会の理事の一員として、ペット関連産業の隆
盛のために少しでもお役に立てるよう頑張りたいと思いま
す。」

◀◀理　事　　二神　軍平▶▶
ユニ・チャーム株式会社取締役。(２

０１０年 9 月 1 日より副社長執行役
員、ユニ・チャームペットケアカンパ
ニ゜プレジデント)統計委員長。
「当社は、本年９月にユニ・チャー

ム株式会社と合併いたします。ペット
ケア事業をユニ・チャームグループ
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の中核事業と位置付けて、ユニ・チャームグループのシナジ
ー効果を最大限に発揮し、ペットケア事業を育成する所存で
す。今後も、新たなニーズに応える製品を提供していくこと
でペットが元気で長生きできる環境づくりに貢献するとと
もに 日本ペット用品工業会加盟社として、『付加価値市場の
創造』により、『業界総資産拡大』に貢献してまいります。」

◀◀理　事　　　松本　博司▶▶
株式会社マルカン代表取締役会長。

PR 委員長。
「昭和 60 年 2 月に日本ペット用品

工業会として発足して以来、ペット業
界の発展のため活動してまいりまし
た。近年ペット産業に対する社会の期
待や要望は大きく変化しています。そ
のような中で、ペット用品の『安全性』を最優先に会員企業
とともに情報の交換、ペットに関する問題への対応に取り組
んでまいりました。今後もペットと社会にとって意義のある
団体として、ペットと共生する幸せを広く社会の人々に知っ
ていただくために事業活動を行ってまいります。」　

◀◀理　事　　三谷　克佳▶▶
株式会社ミタニ代表取締役社長。

JP-NEXT 部会長。
「一般社団法人日本ペット用品工

業会の理事をさせていただいており
ます。小動物、小鳥、昆虫業界の会員
を代表として、ペット業界の発展の
ため精一杯頑張ってまいりますの
で、宜しくお願い申し上げます。『JP－NEXT』の部会長とし
ては、ペット業界の人材育成を目的とした講演会を開催し
て、会員会社の学びと交流の機会を作っていきたいと思って
います。会員の皆様の積極的なご参加を、お待ちいたしてお
ります。」

◀◀理　事　　山田　武史▶▶
株式会社ヤマヒサ 取締役ペットケ

ア事業部長。会員増強委員長。
「ペットの飼育ブームに伴い、業界

は急激な市場拡大となって参りまし
た。ペット用品工業会は、業界の急拡
大に対応すべく、動物愛護の精神に
安心・安全・快適を加えた商品供給を目的として活動を行
って参りました。今後はこれらの活動に加え、やすらぎや癒
し効果などペットとの共生生活の効用も訴求していきたい
と考えています。業界のますますの健全な振興と発展の為に
皆様方と共に頑張る所存です。どうぞ宜しくお願いいたしま
す。」

◀◀監　事　　　亀井　正治▶▶
アース・バイオケミカル株式会社代表取締役。監事。

「日本ペット用品工業会の監事として、業界発展のために
誠心誠意努力を致す所存でございますので、宜しくご指導ご

鞭撻の程お願い申し上げます。業界
発展のためには、会員各社が切磋琢
磨しつつ、お客様のためにより良い
商品やサービスを提供し続けなけれ
ばなりません。会員各社におかれま
しては、ご協力の程宜しくお願い申
し上げます。

◀◀監　事　　小　森　　衛▶▶
ライオン商事株式会社代表取締役

社長。監事。
「健全で、拡大するペット市場の創

出に向けて…。少子高齢化と晩婚化
で核家族化が進行する我国におい
て、ペットとの新しい家族の姿が社
会的に認知されるようになってきています。当会は、犬猫、観
賞魚等々の６業種が、ペットを飼育することの効用を色々な
メディアを通して発信し、少しでも国民の健康にお役に立て
るよう活動を続けております。私は、監事として業務監査、会
計監査を通して当会の健全な発展と市場拡大に尽力したい
と考えます。」

部会・委員会委員の紹介（敬称略）
◀◀JP-MEXT 部会　委員▶▶
委員長 三谷　克佳 ㈱ミタニ

柳原　英次 ㈱ケーピーエス
井坂　公俊 常陸化工㈱
清水　淳史 清水電機工業㈱ 
奥山寮市朗 アース・バイオケミカル㈱
浜川　弘茂 ライオン商事㈱
田井東誠司 ㈱マルジョー＆ウエフク 

顧 問   柳原　伸明 ㈱ケーピーエス
◀◀JPF 実行委員会　委員▶▶
委員長 柳原　伸明 ㈱ケーピーエス

谷　雅冨 ヒルズニュートリション
清水　淳史 清水電機工業㈱ 
石橋　伸孝 ㈱ペッズイシバシ
石田　輝久 ㈱トリオコーポレーション 
五味  直也 ジェックス㈱ 
秋山　悟 寿工芸㈱
加藤　裕昭 神畑養魚㈱
高野　匠 ㈱昭和化学 
笹木　伸子 ㈲ペテック 

◀◀ペット用品取扱士委員会　委員▶▶
委員長 小川　泰男 ㈱共立商会

秋山　悟 寿工芸㈱
今泉　　　 ジェックス㈱
大曽根健史 ドギーマンハヤシ㈱
石橋　伸孝 ㈱ペッズイシバシ
中村　敏明 ㈱マルカン
石川　秀樹 ㈱ヤマヒサペットケア事業部

◀◀ 表示委員会　委員▶▶
委員長 岡田光一郎 ニッケペットケア㈱

福井　邦茂 ジェックス㈱
竹内　宏次 ㈱三晃商会

相談役 川上　和樹 ㈱キョーリン



JPPMA BRIEFS 2010.7 創刊号　5

【退会会員】
株式会社ジャンプ、株式会社サンライズ、

株式会社テラオコーポレーション
以上をもって議案審議に移り、定款の定めにより

林会長が議長に選出された。議事は議案書に基づき
進められ、第１号議案 ・第１期（平成 21 年度）事
業および活動報告の件、第２号議案・１期（平成 21
年度）決算報告の件、第３号議案・第１期（平成 21
年度）会計監査報告の件、第４号議案・第２期（平
成 22 年度）事業計画案承認の件、第５号議案・第
２期（平成 22 年度）予算案承認の件、第６号議案
定款一部変更の件、第７号議案  運営細則一部変更
の件、以上７件について審議され出席者多数で承認
された。

なお、この中で承認を受けた事業計画の基本線
は、「より良いモノを」「より快適に」「より安全
に」を基本テーマとして、社会貢献を果すべく各種
の公益及び共益活動に取り組むとして、以下が主要
な活動となる。

① 2011 ジャパンペットフェアの実施
②ペット用品統一表示ガイドライン第 2 期策定分

「表示事項の自主基準」編の作成
③ペット用品取扱士検定試験の実施
④ ペットとの共生推進協議会設立及び活動の開始
⑤JP-NEXT での経営研究と次世代育成事業の実

施
⑥(1)省庁、関係団体との関係強化・推進
⑦ペットの効用についての啓蒙活動その他
この後、柳原実行委員長からの 2011 ジャパンペ

ットフェアへ出展のお願い、質疑応答を経て総会は
無事終了した。

会員証、入会案内一新、
８月完成

会員増強委員会は、
会員証と入会案内のリ
ニューアル作業を行っ
ているが、いずれも８
月完成の運びとなっ
た。現会員証は1995年
に作製したもので、新
入会員の増加もあり、
この程作りかえ現会員
全員に配付することに

JPPMA トピックス・インフォーメーション

  

新会員証のサンプル

7.23 東京會舘  JPPMA 定時総会開催
全議案可決、質疑応答で活発な議論

７月２３日午後２時〜午後 4 時、浜松町東京會舘
オリオンルームにおいて一般社団法人日本ペット用
品工業会定時社員総会開催が開催された。

山田理事の司会により進行、まず髙野筆頭副会長
より開会の挨拶が行われた。

「本日出席者　　名、委任状　　名合計　　　名に
より定款の定めにより本日の総会は成立いたしまし
た。

」
続いて会を代表して林会長の挨拶があった。(挨拶

要旨)　
「

」
衆議院議員・城島顧問　

経産省日用品室・高辻室長が来賓あいさつ

次に来賓として招かれた一般社団法人日本ペット
用品工業会顧問・城島光力衆議院議員、担当官庁で
ある経済産業省製造産業局日用品室・高辻育史室長
より、それぞれの挨拶があった。

城島議員
「

」
高辻室長

「

」
この後、感謝状贈呈に移り、
高原前筆頭副会長、河野前ジャパンペットフェア

実行委員長、川上前業種統括部長
の 3 名の功績を称えた。
入退会者は山田会員増強委員長から以下が報告さ

れた。
【新規加入会員】
株式会社エヴァリス（平成 21 年 11 月入会）
住商アグロインターナショナル株式会社（平成 22

年 3 月入会）
ラジオシステムズコーポレーション（平成 22 年 6

月入会）
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なった。主に会員増強用ツールとして活用する入会
案内は、一般社団法人化前に作製したもので、組織
の変更と合わせて事業内容の変更もあり再作成とな
って準備を進めているものである。

広報誌・四季号発刊へ
第2号冬号は2011年1月予定

新規事業検討委員会で編纂している「JPPMA広
報誌」創刊号が発刊された。編纂の主幹を務める同
委員会・高野怜委員長は
「準備を進めてきた広報誌が発刊できました。本誌
は創刊１号で記事内容については吟味しつつ当会の
広報誌と業界全般に配付していきます。JPF、ペッ
ト用品統一表示、ペット用品取扱士検定制度など業
界関係者に告知すべき情報をまとめ、わかりやすく
伝えてまいります」と説明している。

ホームページもリニューアル
一新して９月より公開

現在公開中のJPPMAホームページは、入会案内
と同様一般社団法人化前に作製したもので、組織の
変更と合わせて事業内容の変更、さらに最新システ
ムの導入により、アクセス数を増やし、閲覧しやす
い内容に一新した。もあり再作成となって準備を進
めているものである。以下は主なコンテンツ。

・ペット用品統一表示ガイドラインの情報
・ペット用品取扱士検定試験の案内
・ホームページ内メルマガシステム構築
・ 新製品とキャンペーン最新情報
・2011JPF 最新情報
・コラム
・その他

ペット用品統一表示ガイドライン
第２期策定事業進む

第１期の「表示項目編」から一歩踏み込んだ「表
示内容編」の第２期策定準備に入った。犬猫小委員
会、観賞魚・爬虫類小委員会ならびに小鳥・小動物

小委員会の小委員会にて、「表示内容」の取り決め
が可能な対象品目を選択する作業を開始した。

この中で、ガイドライン対象品目である犬猫製
品・散歩用品類に「リール式リード」を追加した。

また、国民生活センターからの「ヒータ誤使用問
題の解消」要請に対しての取り組みを行った。その
ひとつとして昨年秋、製品評価技術基盤機構の指
導・協力を得て、勉強会の開催、啓蒙ポスターを作
製した。

犬用リード断絶事故（非会員）発生により安全性
に対しての取り組みもした。

具体的には、まず断絶事故のないよう会員各社の
強度を点検したこと。その結果、国民生活センター
が示す耐久強度基準の３倍以上であった。

これに基づいて、JPPMAでは耐久強度基準の３
倍以上の製品に対して「本品は一般社団法人日本ペ
ット用品工業会(JPPMA)の推奨する強度基準を満た
しています」との統一表示を決めた。

適合マークの使用登録５００社を目指し
解説書・使用マニュアルを制作

昨年２月、「ペット
用品統一表示ガイドラ
イン表示項目編」が完
成、同ガイドラインの
遵守企業に対して適合
マークの使用を実施し
てきた。業界告知に合
わせて一般への告知の
実施に伴い、適合マー
ク使用マニュアルの制作
を決定。

「ペット用品統一表示
ガイドライン」及び同表
示マークを広く知っても
らうこと、同事業への参
加企業を増やすことを目
的としたもので、製造・
輸入業者、卸業者、小売
業者に８月配付される。

JPPMA トピックス・インフォーメーション

　

表示項目
適合品証

日本ペット用品工業会

JPPMA

表示項目
適合品証

日本ペット用品工業会

JPPMA

　

　

↑標準仕様・カラー版
↓標準仕様・単色版

左は簡易仕様・カラー版
右は簡易仕様単色版
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第１回ペット用品取扱士( 略称P.G.M)
検定試験、来年3月、JPF会場で実施

新規事業として準備を進めている「ペット用品取
扱士」資格検定試験を、2011年3月実施の2011ジャ
パンペットフェア会場(幕張メッセ)において第１回
目を実施することになった。

この資格検定試験は、製品開発、流通ならびに販
売現場における技術・知識の向上と業界人としての
地位の向上と、ペット用品の誤使用予防、適正的確
なペットオーナーへの指導やサポートを行うことを
目的としている。

また、販売現場での指導の意味からペット用品の
知識を修得する事は一般ユーザーに好ましく、煩雑
なインターネット等による情報等によって、ユーザ
ーが間違った知識を信じているケースも少なくない
ため、メーカー側から一般ユーザーに対して正しい
情報を発信する上からも意義ある制度である。

3級=7カテゴリー全てを網羅した内容
2級=3カテゴリー（犬・猫、観賞魚・爬虫類、小

鳥・小動物・昆虫）別に実施。
1級=7カテゴリー別に行う。
また、検定試験対象者は以下の通り。
①メーカー：マーケティング・商品管理・企画開

発・営業担当者他
②流通：仕入・商品管理・企画・営業担当者他
③小売店：マネージャー・バイヤー・売場担当者

他
④専門学校：生徒　
⑤その他一般
なお、ペット用品取扱士の英名をPet Goods Mas-

ter 略称P.G..M)とし、シンボルマークを作成する予
定。

第9回ペット用品の産業実態統計調査実施

統計委員会は22年度に実施するペット用品産業実
態調査についての概要を発表した。この中で、調査
方法については、

(1) 経済産業省に協力を得て、確かな統計データ
づくりを目指す。

(2) 卸業者、小売業者、マーケット調査会社、業
界誌等との情報交換での精査を行う。

の2点を柱に進めることとしている。

10月13日　第4回経営研究会開催
人材育成のための講演会など多彩な企画

次世代の指導者育
成のための各種活動
を行うJP-NEXT部
会は10月13日、第4
回経営研究会を実
施、講演会講師には
二神軍平氏(ユニ・
チャーム副社長)を
招いて実施すると発
表した。

前回第3回経営研
究会は3月5日、大阪
道頓堀ホテルにおい
て ４３名の参加で
行われた。講師に三
木尚子氏を招いての講演会は、「心の距離を近づけ
る、コミュニケーション能力アップ」をテーマに行
われ、その後参加者による交流と親睦が図られた。

なお、第５回経営研究会は23年3月にする予定で
ある。

2011ジャパンペットフェア開催説明会
１５０名が参加

「見つけようペットと暮らす喜びを」をテーマに
準備を進めている2011ジャパンペットフェア。4月
にはペット関連関連
企業を対象に、東京
と大阪で開催説明会
を東京、大阪に会場
で実施。同会場で日
本語、英文語版の出
展募集案内を配付し
た。

この開催説明会で
は、出展をより効果的
に意義あるものとする
ためのポイントを解説
する講演会「実益重視
の展示会出展ノウハウ
〜効果を最大限に引き
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ペットとの共生推進協議会
設立へ最終段階へ

ペット関連団体の横断組織ともしうべきペット産
業連絡協議会改め「ペットとの共生推進協議会」設
立に向けて最終段階を迎えた。

今年 1 月から一般社団法人日本ペット用品工業会
は、ペット産業連絡協議会呼びかけ会として準備活
動に入り、日本全国のペット関連団体の調査を行
い、約 20 団体に選定し、趣意書案を作成し、各団
体に参画への呼びかけを行った。

そして第１回目の打合せ会議を 2 月 9 日開催。こ
の会議には 12 団体 20 名参加し、一般社団法人日本
ペット用品工業会から会議開催の趣旨説明を行い、
概ね賛同を得た。第２回目の会議を 4 月 5 日開催。
会の名称を「ペットとの共生推進協議会」するこ
と。設立テーマを各団体の共有問題を集約した以下
３項目に沿って事業活動を検討することになつた。

1. いかにペットが人間にとって大切かを啓蒙。
2. 人の高齢化での飼育問題とその有効な手段の検

討。
3.生体の健全な安定供給体制への協力・支援。
いずれも研究調査及び告知活動が中心となる模

様。
７月６日の第４回めの会議では、設立のための趣

意書案、収支予算案の検討が行われ、設立に向かっ
ての準備に入ることが確認された。次回８月２４日
の会議では役員構成の検討に入る。

なお設立までの世話役団体として
一般社団法人 全国ペットフード・用品卸商協会
一般社団法人 ペットフード協会
一般社団法人日本ペット用品工業会
の３団体が選任されている。

出す出展のポイント〜」を特別企画として実施し
た。この講演内容は、展示会を戦略的な「顧客獲得
手段」として捉え,その効果を最大限引き出すため
のノウハウを紹介したもの。講師は飯野健二氏。企
業の展示会出展に関する企画・コンサルティング会
社・ステラ・エキシビジョン・パートナーズ株式会
社の代表。開催説明会会場に150名の参加者があっ
た。

出展企業絶賛募集中
「JPFカップ」デザイン完成

「見つけようペットと暮らす喜びを」をテーマに
準備を進めている2011ジャパンペットフェアのメイ

ンイベントの一つ、「JPFカップ」のデザインが決
定公表された。このイベントは犬のタイムトライア
ル、金魚すくいタイムトライアルなどいろいろなペ
ットのコンペティションの優勝者に授与するもの
で、飼い主とペットがより早く、より強く、より美
しくに挑戦する。
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